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丹波篠山市桜ビジョン検討委員会第７回会議 会議録 
 

記録：商工観光課 
■開催日時 

令和６年１２月１８日（水） 午後７時００分〜午後８時５０分 
 
■開催場所 

丹南健康福祉センター ２階 研修室 
 
■出席者 

委員 １０名 
酒井克典委員⻑、小山雅充副委員⻑、森正樹委員、吉良勉委員、山田俊朗委員、 
雪岡のり子委員、畑弘恵委員、⻄尾雅子委員、山本幸雄委員、濱口杏梨委員 

オブザーバー ２名 
清水夏樹農都環境政策官、田中和哉社会教育・⽂化財課⻑ 

事務局 ４名 
波部正司観光交流部⻑、酒井誠商工観光課⻑、岡佳⺒商工観光課係⻑、 
野口翔大商工観光課主事 

 
■欠席者 ３名 

⻄村好太委員、松浦由美委員、松本修委員 
 
■傍聴者 

０名 
 
■会議の要旨 

以下のとおり 
 
 
1. 開会 

 
2. 委員⻑あいさつ 
 
3. 協議事項 

（1） 桜ビジョン答申案の確認 
 （桜ビジョン案の概要を説明し意見聴取） 

 
【委員意見等】 
○P.5 
・地名削除 
・オオシマザクラ、エドヒガンザクラに代えてヤマザクラ、カスミザクラを
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入れる 
○P.7 
・計 1 万本にそろえる 
・内数をわかりやすく表示する 
・サクラのイラストを他の項目にも入れる 
○P.17 
・「寺社・仏閣」→「神社・仏閣」（その他ページも同様） 
・学校などの公共施設、公有地の表示を検討 
・その他の項目についても、位置づけを再検討 
○P.22 
・「【取組⽅針②−１】整備促進」に倒⽊、危険⽊に関する記述を入れる 
○P.23 
・【取組⽅針②−１】「名所づくり」→「名所、名⽊づくり」 
○P.24-25 
・桜協会の盛り上げに関する記述を入れる 
○P.28 
・計画について市広報などで積極的な周知が必要 
・現在は桜協会が旧丹南町主体なので市内全域に広げる必要がある 
○P.31-32 
・「C:植え⽅」の語尾を整える 
・「接⽊苗の台⽊からひこばえ（⽊の切り株や根元から生える芽）が出た場合

は、すぐに切る」旨の記述を入れる 
○追加資料・コラム① 
・ヤエザクラは濃いピンクのものだけではない 
・ソメイヨシノに代わるサクラの例を、野生種（ヤマザクラ、カスミザクラ、

オオシマザクラ）と里桜（ジンダイアケボノ、ヤエザクラ、シダレザクラ）
にする 

○追加資料・コラム③ 
・サクラのマスコットキャラクターの提案 
 
※その他、誤字の修正等あり。 

   
 
4. その他 

今後のスケジュールについて 
事務局 

 
（次第「４．その他」に基づき今後のスケジュールを説明） 
 

 
5. 閉会 


